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 2008年 5月～2012年 5月に、筑波大学附属病院においてワルファリンによる抗凝固療法を施行されているカ
テーテル治療前の心房細動患者で、経食道心エコーを同院で施行された連続 622例中、除外基準を含む症例
















加(≧50 mL）(OR=8.68)、左室駆出率の低下(<56%)(OR=4.88)、および血漿 BNP高値(>75 pg/ml)(OR=6.22)で
ある。著者はこれらの結果をもとに、下記の新しい左心耳内血栓の予測スコアを提案している。 
 左心耳内血栓の予測スコア＝2×(左房容積≧50 mL) + 1×(左室駆出率<56%) + 1×(BNP>75 pg/ml) 
 この予測式によれば、スコア≦1では左心耳内血栓例は 1例もなかった。全患者中、スコア=2では 3例(8.6%)、
スコア=3 では 14 例(40%)、スコア=4 では 18 例(51.4%)に血栓がみられ、スコアの上昇とともに血栓合併率も上
昇していた。全体での左心耳内血栓予測の感度は 100%、特異度は 37%であった。また、特記すべきは、従来






CHADS2スコアや CHA2DS2-VAScスコアも左心耳内血栓の頻度と相関した。3) CHADS2スコアが 0であれば左
心耳内血栓を伴った症例はないと予測されるが、同スコアが低値の症例では血栓が存在する可能性がある。4) 













平成 29年 1月 19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
